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１．概要（Summary） 

誘電体と金属のナノ超薄膜の交互積層により得られる

ハイパボリック・メタマテリアル（HMM）の高いパーセル因

子を活用すれば、高発光デバイスの創成が可能となる。

H25年度より継続して二酸化チタン/銀の交互積層

HMMの作製と、有機半導体薄膜の発光増強に関する

研究に取り組んできた[1]。H29年度からは金とアルミナ

に変更し、二酸化チタンと銀によるものと同等の最大約

2.8倍の蛍光増強を確認している。本研究では、有機発

光トランジスタ（OLET）にHMMを組み込んだ素子を検

討した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

３元マグネトロンスパッタ装置 

【実験方法】 

金とアルミナによる HMMの作製には名大先端研の３

元マグネトロンスパッタ装置を用い、技術代行による作製

を依頼した。高発光性の導電性高分子 F8BTをスピンコ

ート法により成膜し、波長 455.7 nmのレーザーダイオー

ドを光源として蛍光測定を行った。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

３元マグネトロンスパッタ装置を用いて金とアルミナを交

互に 10層積層することでHMMを得た。金の膜厚は 10 

nmで一定とし、アルミナの膜厚を 2, 4, 6, 8, 10, 12, 14, 

あるいは16 nmとした８種類の素子を作成し、比較検討を

行った。Fig. 1に、作成した HMMの写真を示す。アルミ

ナの膜厚比が増加するに伴い、赤味がかった様子が見て

取れる。測定した反射スペクトルは、有効媒質近似から見

積もった実効誘電率に基づいて算出した反射スペクトル

の理論値と良い一致を見せた。F8BTを成膜して蛍光測

定を行ったところ、HMMに直接 F8BTを成膜したもので

は蛍光増強は見られなかったものの、HMM と F8BTの

間にスペーサー層として 50, 150, あるいは 200 nm厚の

SiOxを成膜したものでは蛍光増強が確認できた。 

Fig. 1 Photograph of fabricated HMMs. 
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